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YOKOHAMA ARCHIVES OF HISTORY

N E W S
横浜開港資料館館報

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
建
設
さ
れ
て
以
来
、

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
領
事
館
が

廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
一
〇
〇
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
こ
の
地
は
イ
ギ
リ
ス
と
深
い
関

係
を
有
し
て
き
ま
し
た
。
開
館
四
〇
周
年

の
企
画
展
で
は
、
こ
の
日
英
関
係
を
テ
ー

マ
に
、
二
期
に
分
け
て
企
画
展
「
七
つ
の

海
を
越
え
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
〇
三
一
（
令
和
一
三
）
年
、

当
館
は
開
館
五
〇
周
年
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
旧
英
国
総
領
事
館
も
竣
工
か
ら
一
〇

〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
大
き
な
節
目

に
向
け
て
、
当
館
で
は
、
日
米
和
親
条
約

が
締
結
さ
れ
た
由
緒
あ
る
立
地
を
活
か
し

て
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
横
浜
開
港
の
歴

史
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
近

隣
の
観
光
エ
リ
ア
を
め
ぐ
る
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
施
設
の
改

修
工
事
を
順
次
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
は
、
ま
ず

付
属
棟
（
旧
門
番
所
）
の
改
修
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。
か
つ
て
領
事
館
の
ガ
レ
ー

ジ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
倉
庫
棟
を
含

め
て
、
劣
化
が
進
む
外
壁
や
屋
根
周
り
の

補
修
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
内
装
を
一

新
し
て
あ
ら
た
な
活
用
に
向
け
た
整
備
を

お
こ
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
旧
館
の
建
物

に
つ
い
て
も
、
記
念
ホ
ー
ル
と
記
念
室

（
旧
総
領
事
室
）
に
限
ら
れ
て
い
た
公
開

範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
て
皆
様
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

長
期
に
わ
た
っ
て
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し

い
横
浜
開
港
資
料
館
の
姿
を
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。�

（
青
木
祐
介
）

　

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
六
月
二
日

の
開
港
記
念
日
に
開
館
し
た
横
浜
開
港
資

料
館
は
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
で
開

館
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
館
で

は
、
こ
れ
ま
で
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
幕

末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
横
浜
に
関

す
る
歴
史
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
閲
覧

に
供
す
る
と
と
も
に
、
調
査
研
究
の
成
果

を
、
展
示
・
出
版
な
ど
の
か
た
ち
で
公
開

し
て
き
ま
し
た
。
約
二
七
万
点
に
お
よ
ぶ

収
蔵
資
料
は
、
横
浜
市
民
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
と
い
え
ま
す
。

　

横
浜
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧
館
の
建

物
（
旧
英
国
総
領
事
館
）
も
、
一
九
三
一

（
昭
和
六
）
年
の
竣
工
か
ら
九
〇
年
が
経

ち
ま
し
た
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
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一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
開
館
し

た
横
浜
開
港
資
料
館
で
あ
る
が
、
こ
の
年

は
、
旧
館
（
旧
英
国
総
領
事
館
）
の
建
物

が
竣
工
し
て
五
〇
年
の
節
目
で
も
あ
っ

た
。
建
て
ら
れ
て
五
〇
年
経
て
ば
、
現
在

で
は
立
派
な
文
化
財
候
補
で
あ
る
が
、
旧

館
の
建
物
は
、
開
館
か
ら
二
〇
年
近
く

経
っ
た
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
、

「
横
浜
開
港
資
料
館
旧
館
（
旧
横
浜
英
国

総
領
事
館
）
及
び
旧
門
番
所
」
と
し
て
、

横
浜
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
本
稿

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
の
建
物
が
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
竣
工
か
ら
、

横
浜
開
港
資
料
館
の
旧
館
と
し
て
再
生
す

る
ま
で
の
半
世
紀
の
道
の
り
を
、
残
さ
れ

た
資
料
を
も
と
に
振
り
返
り
た
い
。

復
興
建
築
と
し

て
の
総
領
事
館

　

現
在
の
旧
館
（
旧
英

国
総
領
事
館
）
の
建
物

は
、
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
九
月
一
日
の

関
東
大
震
災
で
倒
壊
し

た
領
事
館
に
代
わ
っ

て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
本

国
の
工
部
省
が
設
計
を
手
が
け
た
（
図

１
）。
堅
実
な
古
典
主
義
の
建
築
様
式

で
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て

の
ジ
ョ
ー
ジ
王
朝
時
代
の
様
式
（
ジ
ョ
ー

ジ
ア
ン
様
式
）
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

外
壁
は
石
積
み
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
人

造
石
の
洗
い
出
し

仕
上
げ
で
あ
る
。

目
地
を
入
れ
て
仕

上
げ
る
こ
と
で
、

あ
た
か
も
石
を
積

ん
だ
か
の
よ
う
に

見
せ
て
い
る
。
室

内
は
一
階
に
領
事

館
機
能
を
配
し
、

二
階
は
領
事
館
職

員
の
居
住
ス
ペ
ー

ス
、
三
階
は
使
用

人
の
居
室
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い

た
。

　

領
事
館
の
敷
地

内
に
あ
っ
た
「
た

ま
く
す
」
の
木

は
、
震
災
で
焼
失

し
た
も
の
の
、
そ
の
後
ヒ
コ
バ
エ
が
芽
生

え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
領

事
館
の
再
建
に
あ
た
っ
て
、
建
物
の
正
面

に
「
た
ま
く
す
」
が
位
置
す
る
よ
う
、
当

初
の
位
置
か
ら
海
側
に
約
一
一
ｍ
移
設
さ

れ
て
い
る
（
堀
勇
良
「
ペ
リ
ー
横
浜
上
陸

の
地
」『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
五
七
号
）。

　

竣
工
当
時
の
領
事
館
の
建
物
に
関
す
る

資
料
は
少
な
い
。
建
物
と
あ
わ
せ
て
文
化

財
指
定
さ
れ
た
当
時
の
図
面
群
三
六
点

が
、
当
館
閲
覧
室
に
て
複
製
本
で
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
建
物
内
部
の
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
元
領
事
館
員
の
ベ
イ
カ
ー

ベ
イ
ツ
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
写
真
の
一
枚

に
、
わ
ず
か
に
待
合
室
（
現
在
の
記
念

ホ
ー
ル
）
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
（
図
２
）。

　

さ
て
、
当
館
の
敷
地
を
取
り
囲
む
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塀
の
西
南
隅
（
県
庁
東
庁
舎
と

の
境
）
の
足
元
に
、「
Ｇ
Ｒ
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
図
３
）。
こ

れ
は
ラ
テ
ン
語
の“Georgius�Rex”

の

頭
文
字
で
、
英
語
に
す
る
と

“K
ing�

George”
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ー
ジ
王
朝
の
時

代
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
建
て
ら

れ
た
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
当
時
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
が
王
位
に
就

い
て
お
り
、
そ
の
王
家
の
名
前
が
足
元
に

刻
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、
山
手
に
あ
る
「
横
浜
市
イ
ギ
リ

ス
館
」
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年

に
イ
ギ
リ
ス
領
事
公
邸
と
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
外
壁
に
は
、
王
冠

と
と
も
に
「GR�V

I�1937

」
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
の
治
世

下
で
の
竣
工
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
総
領
事
は
、
こ
の
山
手
の
領
事
公

邸
か
ら
山
下
の
領
事
館
へ
と
通
っ
て
い

た
。総

領
事
館
の
戦
中
戦
後

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
八

日
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
両
国

に
宣
戦
布
告
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
へ

と
突
入
し
た
。
神
奈
川
県
警
は
、
午
前
一

一
時
の
宣
戦
布
告
と
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
お

よ
び
ア
メ
リ
カ
の
領
事
館
に
係
官
を
派
遣

イギリス総領事館・昭和の半世紀

図１　竣工直後のイギリス総領事館
　　　1931（昭和６）年　ベイカーベイツ氏寄贈・当館蔵

図２　総領事館の待合室（現在の記
念ホール）　1931（昭和６）年　ベイ
カーベイツ氏寄贈・当館蔵

図３　塀に刻まれた「GR」の文字
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し
て
、
一
切
の
公
館
機
能
を
停
止
さ
せ

た
。
公
館
員
は
領
事
館
も
し
く
は
私
邸
に

「
保
護
収
容
」
さ
れ
、
監
視
下
の
も
と
に

置
か
れ
た
。
県
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
一
九

四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
一
日
の
時
点

で
、
山
手
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
公
邸
に
は
、

公
館
員
と
日
本
人
使
用
人
の
計
一
二
名
が

収
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
代
理
領
事

の
マ
ク
ヴ
ィ
テ
ィ
ー
を
は
じ
め
三
名
が
同

月
三
日
に
刑
務
所
へ
収
監
さ
れ
た
（『
横

浜
市
史
Ⅱ　

第
一
巻
（
下
）』）。
こ
う
し

て
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
は
、
主
を
失
っ
た

ま
ま
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
の

終
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

終
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
は
業
務

を
再
開
す
る
が
、
横
浜
の
市
街
地
は
多
く

の
施
設
が
進
駐
軍
に
よ
る
接
収
を
受
け
て

お
り
、
横
浜
の
戦
災
復
興
は
大
き
く
遅
れ

て
い
た
。
当
時
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真

が
（
図
４
）
で
あ
る
。
神
奈
川
県
庁
舎
の

屋
上
か
ら
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は
記
念
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
王
室
の
紋
章
が
、
一
階
玄
関
上
部
の

ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
建
物
の
左
側
に
は
、
や
や
小

ぶ
り
な
「
た
ま
く
す
」
の
木
も
は
っ
き
り

と
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
左
奥
に
見
え
て
い
る
平
屋
の
建
物

群
は
、
当
時
の
米
軍
兵
舎
ミ
ン
ド
ロ
・

コ
ー
ト
で
あ
る
。
米
軍
兵
舎
と
い
う
と
カ

マ
ボ
コ
兵
舎
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
関

内
地
区
に
は
、
独
身
将
校
や
軍
属
向
け
に

こ
う
し
た
三
角
屋
根
の
建
物
も
多
く
建
て

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
施
設
の
接
収
解
除
は

一
九
五
二
（
同
二
七
）
年
八
月
に
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
写
真
の
撮
影
時
期
は
そ
れ
以

前
で
あ
ろ
う
。

総
領
事
館
か
ら
資
料
館
へ

　

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
イ
ギ
リ

ス
総
領
事
館
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
横
浜
市

で
は
そ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
議
論
が

起
き
た
。
当
時
の
横
浜
市
長
飛
鳥
田
一
雄

は
、
横
浜
市
に
寄
贈
さ
れ
た
作
家
大
佛
次

郎
の
資
料
を
展
示
公
開
す
る
施
設
を
想
定

し
て
い
た
が
、
日
米
和
親
条
約
締
結
の
地

で
あ
る
同
地
に
は
、
開
国
を
記
念
す
る
た

め
の
施
設
が
相
応
し
い
と
い
う
市
民
か
ら

の
手
紙
を
受
け
て
、
大
佛
次
郎
記
念
館
の

建
設
地
は
山
手
へ
と
変
更
さ
れ
た
と
い
う

（
田
村
明
『
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
田
村
明
の

闘
い
』
学
芸
出
版
社
）。

　

こ
う
し
て
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年

一
一
月
、
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
の
跡
地
に

横
浜
開
港
資
料
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
す
る
が
、
総
領
事
館
（
旧
館
）
の
改

修
と
新
築
の
展
示
施
設
（
新
館
）
の
設
計

を
任
さ
れ
た
の
が
、
岡
山
県
倉
敷
市
出
身

の
建
築
家
浦
辺
鎮
太
郎
で
あ
る
。
現
在
で

こ
そ
、
機
能
を
失
っ
た
大
規
模
な
工
場
施

設
を
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
商
業

施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な

い
が
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
と
い

う
早
い
時
期
に
、
浦
辺
が
倉
敷
紡
績
所

（
現
在
の
ク
ラ
ボ
ウ
）
の
工
場
群
を
、
複

合
文
化
施
設
「
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ

ア
」
と
し
て
再
生
さ
せ
た
事
例
は
、
大
き

な
注
目
を
浴
び
て
い
た
。

　

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
、
横

浜
市
は
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
の
建
物
を
買

収
す
る
と
、
翌
年

六
月
か
ら
新
館
の

建
物
と
旧
館
（
旧

総
領
事
館
）
の
改

修
工
事
に
着
手
し

た
。
新
館
を
「
昭

和
の
土
蔵
」
と
し

て
構
想
し
た
浦
辺

は
、
な
ま
こ
壁
風

の
目
地
を
外
壁
に

施
し
、「
た
ま
く

す
」
の
木
を
介
し

て
旧
館
と
新
館
が

向
か
い
合
い
、
中

庭
を
形
成
す
る
配

置
を
取
っ
た
（
図

５
）。
旧
総
領
事

館
の
建
物
が
海
岸

通
り
か
ら
見
え
な

い
よ
う
に
新
館
を

配
置
す
る
浦
辺
の
案
に
、
当
時
の
横
浜
市

の
担
当
者
た
ち
は
驚
い
た
と
い
う
が
、
海

岸
通
り
か
ら
「
た
ま
く
す
」
に
向
か
っ
て

大
き
く
開
け
ら
れ
た
門
形
に
、
日
本
の
伝

統
的
な
長
屋
門
の
イ
メ
ー
ジ
が
読
み
取
れ

る
と
の
指
摘
も
あ
る
（『
建
築
家
浦
辺
鎮

太
郎
の
仕
事
』
学
芸
出
版
社
）。
浦
辺
事

務
所
に
残
さ
れ
て
い
る
平
面
ス
ケ
ッ
チ
で

は
、
中
庭
は
「
ペ
リ
ー
ス
ク
エ
ア
」
と
称

さ
れ
、「
た
ま
く
す
」
を
中
心
に
回
廊
が

め
ぐ
る
構
成
と
な
っ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
コ
ロ
ネ
ー
ド
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
三

月
三
一
日
、
一
連
の
工
事
が
完
成
し
、
同

年
六
月
二
日
の
開
港
記
念
日
に
横
浜
開
港

資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。�（
青
木
祐
介
）

図４　昭和20年代のイギリス総領事館
　　　横浜都市発展記念館蔵

図５　旧館（手前）と新館（奥）　1981（昭和56）年　当館蔵
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展 示
余 話

　

二
〇
二
一
年
七
月
一
七
日
か
ら
一
一
月

七
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

「
七
つ
の
海
を
越
え
て　

開
国
前
後
の
日

本
と
イ
ギ
リ
ス
」。
会
期
後
半
の
一
ヶ
月

間
に
か
ぎ
っ
て
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
江

戸
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
（
高
輪
接
遇
所
）

の
古
写
真
（
二
葉
）
を
展
示
し
た
。
資
料

は
個
人
の
収
集
家
の
方
が
ご
く
最
近
入
手

さ
れ
た
も
の
で
、
撮
影
者
と
推
定
さ
れ
る

の
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ー
ド
と
い
う
ア

メ
リ
カ
人
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
。
明
治
維

新
以
前
の
江
戸
に
あ
っ
た
外
国
公
館
を
写

し
た
き
わ
め
て
珍
し
い
シ
ョ
ッ
ト
で
あ

り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
解
説
を
お
こ
な

い
た
い
。

江
戸
の
イ
ギ
リ
ス
公
館
の
変
遷

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
、
前
年

に
締
結
さ
れ
た
日
英
修
好
通
商
条
約
の
定

め
に
よ
っ
て
、
江
戸
に
イ
ギ
リ
ス
公
館
が

設
置
さ
れ
た
。
初
の
公
館
（
当
初
は
総
領

事
館
）
は
高
輪
の
東
禅
寺
（
現
港
区
高

輪
）
の
一
部
を
間
借
り
す
る
か
た
ち
で
開

か
れ
る
。
し
か
し
、
東
禅
寺
は
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
五
月
に
水
戸
浪
士
の
襲
撃

に
遭
う
な
ど
警
備
面
で
の
不
安
を
抱
え
る

よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
幕
府
は
同
年
、
複

数
の
外
国
公
館
を
御
殿
山
（
現
品
川
区
北

品
川
）
に
ま
と
め
て
設
置
す
る
こ
と
を
決

定
、
工
事
を
開
始
す
る
。
と
こ
ろ
が
翌
年

一
二
月
、
ほ
ぼ
完
成
を
み
て
い
た
御
殿
山

の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
は
、
長
州
藩
士
高
杉

晋
作
ら
の
焼
き
討
ち
に
あ
っ
て
焼
亡
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
数
年
、
攘
夷
派
勢
力

の
伸
長
も
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
公
使
は
お
も

に
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
が
、
情
勢
が
落

ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
慶
応
元
年
（
一
八

六
五
）、
イ
ギ
リ
ス
側
は
江
戸
に
本
格
的

な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
を
企
図
す
る
。

六
月
一
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
公
使
ハ

リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
は
泉
岳
寺
（
現
港
区
高

輪
）
前
を
新
た
な
公
使
館
の
敷
地
と
す
る

こ
と
を
幕
府
に
要
望
。
幕
府
は
一
五
日
に

こ
れ
を
容
れ
た
。
幕
府
は
、
建
築
す
る
建

物
を
公
使
館
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
貸
し
渡

す
も
の
の
、
の
ち
に
「
接
遇
所
」
と
し
て

み
ず
か
ら
も
使
用
す
る
か
た
ち
に
し
て
工

事
を
開
始
。
慶
応
二
年
三
月
に
一
応
の
落

成
を
み
た
（
た
だ
し
パ
ー
ク
ス
が
公
使
館

を
移
転
す
る
の
は
慶
応
二
年
九
月
か
ら
一

〇
月
に
か
け
て
）。
こ
れ
が
今
回
の
写
真

に
写
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
新
公
使
館

（
高
輪
接
遇
所
）
で
あ
る
。

高
輪
接
遇
所
の
古
写
真

　

高
輪
接
遇
所
の
古
写
真
は
従
来
、
当
館

が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
（
以
下
A
と

す
る
）
が
知
ら
れ
て
き
た
。
A
は
一
八

六
六
年
夏
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
陸
軍

第
九
連
隊
の
グ
レ
ニ
ー
中
尉
（Farquhar�

Glennie

）
が
所
蔵
し
て
い
た
ア
ル
バ
ム

（
当
館
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
横
浜
駐
屯
軍
士

官
幕
末
写
真
帳
」
と
呼
称
）
の
な
か
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
サ
イ
ズ
は
タ
テ

八
・
四
×
ヨ
コ
八
・
八
セ
ン
チ
。
撮
影
者

は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ー
ド
と
推
定
さ
れ

る
。
写
真
は
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
の
特

別
展
「
江
戸
の
外
国
公
使
館
」（
二
〇
〇

五
年
）
で
そ
の
存
在
が
初
め
て
世
に
知
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
当
館
が
二
〇

〇
六
年
度
に
入
手
し
た
。
高
輪
接
遇
所
に

つ
い
て
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
回
想

録
等
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
外
観
を

写
し
た
古
写
真
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
に

は
新
鮮
な
驚
き
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
幕

末
期（
一
八
六
八
年
以
前
）の
江
戸
の
古
写

真
が
新
た
に
見
つ
か
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ウ
ィ
ー
ド
が
撮
っ
た
高
輪

接
遇
所
の
写
真
は
一
カ
ッ
ト
だ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
新
た
に
見
出
さ

れ
た
高
輪
接
遇
所
の
古
写
真
（
以
下
B
と

す
る
）
は
二
葉
。
A
の
右
側
に
接
続
す
る

か
た
ち
で
撮
影
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
タ

テ
二
七
・
五
×
ヨ
コ
三
八
・
五
セ
ン
チ
の

台
紙
に
、
各
タ
テ
二
四
・
六
×
ヨ
コ
三

三
・
八
セ
ン
チ
の
鶏
卵
紙
の
プ
リ
ン
ト
が

貼
付
さ

れ
、
二
枚

を
横
に
つ

な
ぎ
あ
わ

せ
て
接
遇

所
の
敷
地

内
の
過
半

を
観
察
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

左
側
の
台

紙
に
は

“B
ritish�

Legation,�
Y

eddo.”

、

右
の
台

紙
に
は

“G
arden�

a
t�th

e�
B

ritish�
Legation,�
Y

eddo.”

と
書
き
込
み
が
あ
る
。
公
使
館
の
建
物
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
前
面
（
東
側
）
の
空

地
・
建
物
・
庭
園
、
そ
し
て
高
輪
の
町
家

ま
で
写
し
込
ま
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て

情
報
量
の
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

公
使
館
の
内
と
外

　

写
さ
れ
て
い
る
公
使
館
（
接
遇
所
）
の

様
相
に
つ
い
て
、
幕
府
外
国
方
の
手
元
に

あ
っ
た
絵
図
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

「
高
輪
泉
岳
寺
境
内
上
ヶ
地
接
遇
所
惣
絵

図
」
等
）
と
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
証
言

も
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
A

と
B
左
に
写
さ
れ
る
寄
棟
の
屋
根

新発見！ 江戸のイギリス公使館の古写真
―チャールズ・ウィード撮影の高輪接遇所―

チャールズ・ウィード撮影　慶応３年（1867）頃　個人蔵
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（
ジ
ャ
ー
キ
ン
・
ヘ
ッ
ド
と
い
う
西
洋
の

建
築
手
法
）
の
二
棟
が
公
使
館
と
し
て
利

用
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
（
一
棟
は
公
使

パ
ー
ク
ス
専
用
、
も
う
一
棟
は
公
使
館
員

用
）。
手
前
側
の
建
物
の
入
口
に
は
制
服

を
着
た
二
人
の
衛
兵
が
姿
勢
を
正
し
て
直

立
し
て
い
る
か
ら
、
こ
ち
ら
が
パ
ー
ク
ス

の
使
用
し
た
建
物
と
思
わ
れ
る
。
一
方
奥

の
建
物
の
付
近
に
は
和
服
を
着
て
ち
ょ
ん

ま
げ
を
結
っ
た
日
本
人
や
、
制
服
を
着
た

外
国
人
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
。
B
右
の

手
前
の
庭
は
幕
府
側
の
絵
図
に
は
見
え
な

い
が
、
本
写
真
と
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
か

ら
「
庭
園
」
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
そ
の
奥
の
建
物
は
、
絵
図
に

「
兵
士
部
屋
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
も
し
く
は
幕
府
の
警
備
兵
の
詰
所
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
公
使
館
の
さ
ら
に
上
奥

に
見
え
る
建
物
は
泉
岳
寺
と
そ
の
子
院

（
功
雲
院
）
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
写

さ
れ
て
い
る
の
は
公
使
館
の
主
要
部
分

（
敷
地
面
積
二
六
五
九
坪
）
だ
が
、
撮
影

地
点
の
手
前
と
右
側
の
土
地
も
イ
ギ
リ
ス

公
使
館
の
た
め
に
供
さ
れ
て
い
た
（
厩
な

ど
と
し
て
使
用
）。

　

さ
ら
に
、
B
右
の
接
遇
所
の
柵
の
外
側

に
は
芝
車
町
の
町
家
が
見
え
る
。
東
海
道

は
海
寄
り
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に

見
え
る
の
は
主
に
い
わ
ゆ
る
「
裏
店
」

（
下
層
町
人
の
借
家
等
）
で
あ
ろ
う
。
幕

末
期
の
江
戸
の
町
人
地
が
古
写
真
に
残
さ

れ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
な
い
が
、
B
は

さ
ら
に
画
像
資
料
の
少
な
い
裏
店
を
写
し

て
お
り
、
町
人
地
の
空
間
復
元
の
史
料
と

し
て
も
貴
重
な
素
材
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
写
真
の
撮
影
年
代
に
つ
い
て

は
、
ウ
ィ
ー
ド
の
来
日
期
間
や
高
輪
接
遇

所
の
完
成
・
使
用
時
期
、
日
時
が
判
明
し

て
い
る
ウ
ィ
ー
ド
の
別
の
写
真
（
浜
御

殿
）
な
ど
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

頃
と
推
定
し
て
お
き
た
い
と
思
う
（
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
・
ド
ブ
ソ
ン
氏
か
ら
も
教
示

を
得
た
）。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
ウ
ィ
ー
ド

　

本
写
真
を
撮
影
し
た
と
推
測
さ
れ
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ア
ン
ダ
ー
・
ウ
ィ
ー
ド

（C
harles�L

eander�W
eed�1824-

1903

）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
の
ア
メ

リ
カ
人
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
代
の
写
真

黎
明
期
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ヨ
セ
ミ
テ

渓
谷
を
撮
影
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
知

ら
れ
、
一
八
五
九
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
拠
点
を
移
し
た
。
一
八
六
〇
年
代
に

は
東
ア
ジ

ア
で
も
写

真
家
と
し

て
活
躍

し
、
一
八

六
六
年
に

香
港
で
写

真
館
を
開

業
し
て
い

る
。
そ
し

て
、
一
八

六
七
年
か

ら
一
八
六

八
年
に
か

け
て
来
日

し
て
各
地

を
撮
影
。

一
八
七
〇

年
に
サ
ン

フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
も

ど
り
日
本

と
中
国
の
風
景
を
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
写
真

と
し
て
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
写
真

は
現
在
日
本
国
内
に
は
さ
ほ
ど
残
っ
て
お

ら
ず
、
ま
た
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
ベ
ア
ト
な

ど
日
本
を
ベ
ー
ス
に
活
躍
し
た
写
真
家
に

く
ら
べ
て
ウ
ィ
ー
ド
の
名
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

当
館
の
所
蔵
す
る
幕
末
明
治
期
の
古
写

真
は
日
本
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

が
、
今
後
も
当
該
期
の
知
ら
れ
ざ
る
日
本

の
風
景
の
発
掘
に
つ
と
め
た
い
と
思
う
。

�

（
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規
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そ
の
ほ
か
本
稿
作
成

に
あ
た
り
、古
写
真
研
究
家
の
セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン
・
ド
ブ
ソ
ン
氏
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大

学
の
ス
テ
ラ
・
ヤ
ン
グ
マ
ン
氏
か
ら
も
教

示
を
得
た
。
ま
た
古
写
真
の
出
陳
と
利
用

を
快
く
ご
許
可
い
た
だ
い
た
ご
所
蔵
者
様

に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

図１　高輪接遇所の古写真 A　「イギリス横浜駐屯軍士官幕末写真帳」
チャールズ・ウィード撮影　慶応３年（1867）頃　当館蔵

図２　新たに見出された高輪接遇所の古写真 B
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資料
よもやま話

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日

正
午
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
相
模

湾
北
西
部
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
で
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
九
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
震
源
地
に
近
い
都
市
で
あ
る
横

浜
の
被
害
は
甚
大
で
、
三
五
、〇
〇
〇
棟

を
超
す
建
物
が
倒
壊
・
焼
失
し
た
ほ
か
、

約
二
六
、〇
〇
〇
人
も
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
す
悲
劇
の
地
と
な
っ
た
。
震
災

の
被
害
に
よ
り
、
住
居
や
財
産
を
失
っ
た

数
万
に
及
ぶ
罹
災
者
は
、
困
窮
の
淵
に
立

た
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
救
済
が
急
務

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
対
応
の
た
め
、
神

奈
川
県
で
は
三
矢
宮
松
内
務
監
察
官
、
安

河
内
麻
吉
神
奈
川
県
知
事
、
渡
辺
勝
三
郎

横
浜
市
長
を
幹
部
と
し
て
、
中
央
政
府
・

県
・
市
が
一
体
と
な
っ
て
震
災
救
護
事
務

に
当
た
る
体
制
を
構
築
し
、
罹
災
者
救
済

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
内
容
は
、
神
奈
川

県
社
会
事
業
協
会
編
・
発
行
『
神
奈
川
県

社
会
事
業
概
要
』（
一
九
二
五
年
、
当
館

蔵
、
以
下
『
概
要
』）
に
は
以
下
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

県
市
吏
員
を
挙
げ
て
専
心
救
護
に
努
力

し
、
横
浜
市
内
の
み
に
て
玄
米
三
万
一

千
余
俵
、
外
米
五
万
一
千
俵
、
小
麦
粉

一
万
余
俵
、
缶
詰
四
万
余
箱
、
其
他

豆
、
味
噌
、
醤
油
、
食
塩
、
生
野
菜
、

塩
干
魚
等
の
食
料
品
、
及
び
木
炭
八
万

俵
、
寝
具
三
万
七
千
余
組
、
毛
布
二
万

枚
、
反
物
二
万
反
、
木
材
四
万
石

（
略
）
等
の
日
用
品
其
他
生
活
必
需
品

を
配
給
せ
り
。
又
衣
食
の
救
護
と
相

俟
っ
て
急
施
を
要
し
た
る
住
宅
問
題
解

決
の
一
方
法
と
し
て
、
差
当
た
り
三
万

六
千
余
坪
の
「
バ
ラ
ッ
ク
」
を
建
造

し
、
罹
災
者
四
万
人
を
之
に
収
容
せ
り
。

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、
衣
食
住
に
関
す
る

様
々
な
物
資
の
供
給
に
公
的
機
関
が
尽
力

し
て
い
た
こ
と
が
把
握
で
き
る
。
こ
の

他
、
横
浜
市
で
は
政
府
へ
の
救
援
要
請
、

他
府
県
へ
の
食
糧
・
衛
生
材
料
供
給
依

頼
、
避
難
所
、
救
護
所
の
設
置
な
ど
様
々

な
罹
災
者
救
済
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
公
的
な
救
済
活
動
以
外

に
、
罹
災
者
救
済
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

た
の
が
、
民
間
の
諸
団
体
で
あ
り
、『
概

要
』
か
ら
各
団
体
の
活
動
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
こ
の
う
ち
、
現
在
で
も
市
内
で

活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
紹

介
す
る
と
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年

に
設
立
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県

支
部
は
、
震
災
に
よ
っ
て
施
設
を
全
焼
す

る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
赤
十
字
社
よ
り
寄
贈

さ
れ
た
組
み
立
て
家
屋
を
日
本
赤
十
字
社

本
部
経
由
で
寄
付
さ
れ
、
南
区
中
村
町
玉

泉
寺
内
に
救
護
所
を
設
け
て
罹
災
者
の
救

護
に
従
事
し
た
。
ま
た
、
明
治
三
二
（
一

八
九
九
）
年
に
設
立
さ
れ
た
横
浜
孤
児
院

（
現
・
横
浜
市
三
春
学
園
）
は
震
災
の
た

め
に
施
設
の
多
く
を
焼
失
す
る
が
、
本
部

施
設
は
焼
失
を
免
れ
た
た
め
、
直
ち
に
庭

園
を
開
放
し
避
難
者
約
五
〇
〇
名
を
収
容

す
る
。
特
に
父
母
兄
弟
と
離
別
し
て
迷
子

と
な
っ
た
幼
児
一
五
〇
名
を
保
護
し
た
ほ

か
、
嘱
託
医
師
の
助
力
を
得
て
院
内
に
臨

時
救
療
所
を
開
設
し
て
約
三
、五
〇
〇
名

を
治
療
し
た
。
こ
の
他
、
震
災
翌
年
の
大

正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
に
設
立
さ

れ
た
乳
児
保
護
協
会
は
、
震
災
後
に
困
窮

す
る
乳
児
と
母
親
の
た
め
に
、
海
外
な
ど

の
支
援
に
よ
る
二
、〇
〇
〇
箱
以
上
も
の

ミ
ル
ク
を
県
下
一
九
か
所
の
ミ

ル
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

配
給
し
た
ほ
か
、
十
全
医
院

（
現
・
横
浜
市
立
大
学
附
属
市

民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
医

師
一
名
を
嘱
託
し
て
、
各
地
の

バ
ラ
ッ
ク
を
巡
回
し
て
乳
児
及

び
母
親
五
〇
〇
名
以
上
を
診
察

し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
の
な
か
で

も
、
特
に
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
展
開
し
た
の
が
、
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
（
横
浜
基
督
教
青
年
会
）

で
あ
る
。
同
会
は
、
明
治
一
七

（
一
八
八
四
）
年
に
横
浜
海
岸

教
会
の
青
年
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
結
成
し
た
基
督
教
青
年

会
を
起
源
と
す
る
組
織
で
、
廃

娼
運
動
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
基
礎

と
し
た
社
会
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

や
、
英
語
教
育
の
普
及
に
加
え
、
米
国
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
考
案
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
財

団
法
人
設
立
の
認
可
が
お
り
、
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
に
中
区
常
盤
町
一
丁
目

に
四
階
建
て
の
会
館
を
建
設
す
る
な
ど
活

動
を
拡
張
す
る
。
震
災
時
に
お
い
て
、
本

会
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で

あ
っ
た
た
め
に
大
き
な
被
害
を
免
れ
、
こ

こ
を
拠
点
と
し
て
諸
種
の
罹
災
民
救
済
活

動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
横
浜

基
督
教
青
年
会
編
・
発
行
『
復
興
せ
る
横

濱
の
基
督
教
青
年
會
』（
一
九
二
四
年
、

当
館
蔵
、
図
１
）
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が

出
来
る
。
同
書
の
序
文
に
お
い
て
、
同
会

が
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
の
助
力
を
得

て
、
市
内
各
地
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
を
拠

点
と
し
た
生
活
必
需
品
の
配
給
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
同
書
で
は
一
覧

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
飲
料
水
給
与
：

三
、三
八
四
、
道
案
内
：
一
、三
八
六
、
休

憩
者
：
一
、五
〇
八
、
郵
便
取
扱
：
三
五
、

九
三
四
通
、
各
種
相
談
：
一
、一
九
一

名
、
無
料
理
髪
：
三
九
八
名
、
巡
回
慰

問
：
三
、六
八
六
名
、
慰
問
品
：
一
、五
一

五
点
、
牛
乳
配
與
：
六
四
二
名
・
一
、一

一
五
合
、
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
配
與
：
二

九
三
個
、
私
製
端
書
分
與
：
二
、六
二
九

関東大震災罹災者を救済した
民間団体の活動

図１　『復興せる横濱の基督教青年會』表紙
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枚
、
手
紙
代
筆
：
二
八
八
名
、
切
手
葉
書

取
次
：
三
、一
五
八
名
、
シ
ャ
ベ
ル
・
リ

ヤ
カ
ー
其
他
の
貸
出
：
七
二
三
名
、
荷
物

一
時
預
：
一
〇
四
名
、
傷
病
者
手
当
：
二

四
六
名
、
喫
茶
店
利
用
四
、五
四
九
名
、

児
童
娯
楽
部
出
席
：
二
、〇
〇
〇
名
、
会

場
奉
仕
人
員
：
三
七
七
名
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
多
様
な
同
会
の
活
動
の
中
で
、
筆

者
が
注
目
す
る
活
動
が
郵
便
物
に
関
す
る

取
り
組
み
で
あ
る
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
所

蔵
す
る
「
基
督
教
青
年
會
震
災
救
護
事
業

　

横
濱
支
部
事
業
報
告
」（
第
六
号
、
一

九
二
三
年
九
月
三
〇
日
発
行
）
で
は
、
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

全
市
の
三
等
郵
便
局
と
ポ
ス
ト
は
今
回

の
大
震
災
の
た
め
に
九
分
九
厘
ま
で
其

姿
を
亡
く
し
て
市
民
の
困
惑
実
に
甚
だ

し
く
な
っ
た
。
我
支
部
は
中
央
部
及
横

浜
駅
前
テ
ン
ト
及
長
者
町
テ
ン
ト
に

夫
々
大
ポ
ス
ト
を
設
備
し
て
市
民
の
便

宜
を
計
り
又
郵
便
本
局
よ
り
数
百
枚
の

切
手
端
書
の
配
分
を
受
け
て
取
次
を

や
っ
て
居
る
。
又
転
居
届
数
百
枚
を
用

意
し
て
市
民
に
配
布
し
て
い
る
。

　

明
治
以
降
に
都
市
化
し
た
横
浜
の
市
民

に
は
、
地
方
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
も

多
く
、
郷
里
の
家
族
に
安
否
を
知
ら
せ
た

い
と
い
う
要
望
が
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
臨
時
ポ
ス
ト
の
設

置
お
よ
び
手
紙
代
筆
サ
ー
ビ
ス
や
、
葉
書

の
配
布
な
ど
を
行
っ
た
同
会
の
取
り
組
み

は
、
市
民
の
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
こ
と

が
想
像
で
き
る
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
震
災
直
後
の
取
り
組

み
は
、
九
月
一
七
日
～
一
〇
月
末
日
ま
で

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
様
々
な
罹
災
者

支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、『
復
興
せ
る

横
濱
の
基
督
教
青
年
会
』
の
序
文
に
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
一
月
会
館
の
応
急
修
理
を
了
へ
て
各

部
の
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
、
越

へ
て
一
月
よ
り
は
社
会
教
育
部
の
多
大

の
後
援
を
得
て
学
童
慰
安
の
為
め
活
動

写
真
御
話
会
等
に
よ
っ
て
淋
し
い
彼
ら

を
慰
め
ま
し
た
、
二
月
教
育
部
を
復
興

し
体
育
部
の
実
演
会
を
開
き
、
三
月
に

は
美
化
運
動
を
起
こ
し
て
六
万
余
袋
の

花
種
子
を
市
内
に
分
か
ち
、
四
月
に
は

市
民
大
学
、
宗
教
運
動
等
に
力
を
注

ぎ
、
五
月
に
は
会
員
倍
化
運
動
に
好
成

績
を
挙
げ
、
六
月
に
は
山
下
町
に
宿
泊

所
を
起
工
し
、
公
衆
食
堂
を
開
設
し
て

社
会
奉
仕
の
実
を
挙
げ
、
七
月
夏
期
天

幕
村
を
設
立
し
、
八
月
下
旬
大
成
功
裡

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
注
目
で
き
る
の
は
、
罹
災
し
て

バ
ラ
ッ
ク
生
活
を
送
る
学
童
の
た
め
に
、

活
動
写
真
の
上
映
会
や
お
話
会
な
ど
、
諸

種
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
（
図
３
）。
同
会
で
は
、
震
災
直
後

か
ら
児
童
娯
楽
部
を
設
置
し
、
バ
ラ
ッ
ク

内
で
の
運
動
会
な
ど
、
震
災
で
傷
つ
い
た

子
供
た
ち
の
ケ
ア
に
尽
力
し
て
き
た
。
引

用
文
中
の
夏
期
天
幕
村
も
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
、
罹
災
児
童
支
援
を
目
的
と
し

た
湘
南
海
岸
へ
の
キ
ャ
ン
プ
が
企
画
さ

れ
、
そ
の
後
も
長
く
継
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
概
要
』
に
は
、

中
国
人
や
朝
鮮
人
、
お
よ
び
震
災
時
に
活

躍
し
た
消
防
士
や
警
察
官
を
対
象
と
し
た

慰
安
会
の
開
催
や
、
娯
楽
に
乏
し
い
バ

ラ
ッ
ク
住
民
の
た
め
の
聖
歌
隊
巡
回
（
図

４
）、
瓦
礫
の
町
に
花
を
咲
か
せ
る
美
化

運
動
な
ど
、
物
資
だ
け
で
は
な
い
精
神
的

な
援
助
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
震
災
時
に
お
け
る
民

間
団
体
の
活
動
は
地
域
の
歴
史
に
記
録
さ

れ
る
べ
き
顕
著
な
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
活
動
は
、
公
的

な
援
助
の
手
が
届
か
な
い
罹
災
者
の
物
心

両
面
の
ケ
ア
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
戦
災
を
免
れ

た
文
献
・
写
真
資
料
が
同
会
に
多
く
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て

調
査
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

�

（
西
村
健
）

図３　学童のための活動写真会（『復興せる横濱の基督教青年会』所
収）

図４　クリスマス聖歌隊のトラック（『復興せる横濱の基督教青年会』
所収）

図２　横浜YMCAが設置した罹災民救済用テント（『復興せる横濱の
基督教青年会』所収）
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ミ ニ
展 示

　

本
年
開
催
の
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
、
来

年
は
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
注
目

が
集
ま
る
時
期
で
あ
る
。

　

横
浜
は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
伝
来
の
地
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
開
港
後
、
横
浜
に
住
み
始

め
た
外
国
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
居
留
地
で

は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、
こ
こ
か

ら
日
本
中
に
近
代
ス
ポ
ー
ツ
が
浸
透
し
て

い
っ
た
。
居
留
地
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
は
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
な
か
で
も

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
英
国
人
貿
易

商
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｐ
・
モ
リ
ソ
ン
（Jam

es�
Pender� M

ollison

）
が
中
心
と
な
り
設

立
さ
れ
た
Ｙ
Ｃ
Ｃ
（
横
浜
ク
リ
ケ
ッ
ト
・

ク
ラ
ブ
）を
源
流
と
す
る
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ（
横

浜
カ
ン
ト
リ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
・
ク
ラ
ブ
）
は
、
一
五
〇
年
以
上
も
の

歴
史
を
持
つ
日
本
最
古
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
、
現
在
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八

四
）
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
と
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
（
横
浜
ア
マ

チ
ュ
ア
・
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
・

ア
ソ
シ
エ
イ

シ
ョ
ン
）、
Ｙ

Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
横
浜

ベ
ー
ス
・
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
ブ
）、

Ｙ
Ｆ
Ｂ
Ｃ
（
横

浜
フ
ッ
ト
・

ボ
ー
ル
・
ク
ラ

ブ
）
の
四
団
体

が
合
併
し
て

発
足
し
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
競
技
、
野
球
、

テ
ニ
ス
、サ
ッ
カ
ー
な
ど
、諸
種
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
外
国
人
の
社
交
場
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
。
所
在
地
は
最
初
は
横

浜
公
園
だ
っ
た
が
、
大
正
元（
一
九
一
二
）

年
に
現
在
の
中
区
矢
口
台
に
移
転
し
、
名

称
も
現
在
の
も
の
に
変
更
す
る
。

　

Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
う
ち
、
今
回
の
展
示
で
特
に
取

り
上
げ
る
の
が
、
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。
平

成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ

の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
最
古
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
Ｆ
Ｃ
か
ら
認
定
さ
れ
た
。
同

Ｆ
Ｃ
は
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
設
立

さ
れ
た
世
界
最
古
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と

し
て
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）

か
ら
認
め
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
で
、
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
に
世
界
各
国
の
最
古
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
つ
く
る
ク
ラ
ブ
・
オ

ブ
・
パ
イ
オ
ニ
ア
ー
ズ
を
設
立
し
、
各
国

の
サ
ッ
カ
ー
史
の
発
掘
に
努
め
て
い
る
。

Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）

年
に
横
浜
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
『
ジ
ャ
パ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
の
記
事

が
根
拠
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
パ
イ

オ
ニ
ア
ー
ズ
の
二
〇
番
目
の
メ
ン
バ
ー
に

認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る

明
治
・
大
正
期
の
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
関
係
資
料

の
ほ
か
、
日
本
人
で
初
め
て
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ

理
事
長
と
な
っ
た
細
貝
貞
夫
氏
よ
り
、
横

浜
市
へ
寄
贈
が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｙ
Ｃ
＆

Ａ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
関
連
の
資
料
を
展
示
す

る
。
横
浜
の
外
国
人
社
会
に
お
い
て
最
も

伝
統
の
あ
る
社
交
ク
ラ
ブ
の
歴
史
に
触
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

（
西
村
健
）

▼オンラインショップ　オープンしました
https://kaikou.shop-pro.jp/
　展示図録や研究紀要、複製地図などの
オリジナルグッズを販売する、オンライン
ショップをオープンいたしました。
　今後も横浜の歴史を楽しく、分かりやす
く伝える書籍や横浜のお土産にぴったり
なグッズを紹介していきます。
　ご来店お待ちしております。

オススメの書籍
『図説 日英関係史 1600～1868』
編：横浜開港資料館　発行：公益財団法
人横浜市ふるさと歴史財団・原書房
B５判、170頁、オールカラー2,750円（税込）
　江戸時代（1600～1868）の日本とイギリ
スの歴史的関係をわかりやすく紹介する

「図説」本。
▼学芸員実習生を受入れました
（2021年10月16日～11月６日）
　今年度の学芸員実習は、当初８月末の
実施を予定していましたが、新型コロナウ
イルスの感染拡大を受け、10月から11月に
かけての週末に日程を変更して開催しま
した。換気のできる広いスペースを確保す
るため実習会場には講堂を利用し、おもに

◀ オンラインショップへは
こちらから

資 料 館
だ よ り

休館日・休室日のお知らせ
（�12/24��～��3/31）

休館日：12/27�㈪�～�1/3�㈪�、月曜日（祝
日の場合は翌日）
閲覧室休室日：休館日のほか火曜日（祝
日の場合は翌日）、資料整理日�2/16�㈬
～�2/18�㈮、 3/31�㈭

です。
　閲覧希望日前日の正午までに、電話で
予約してください（休室日は受け付けませ
ん）。予約なしでの入室はできません。
＊�詳細は、当館ホームページでご確認いた

だくか、電話でお問い合わせください。
　開室時間　10：00～12：00、
　　　　　　13：30～15：30
　�休室日　月曜日・火曜日（祝日の場合

は翌日）、資料整理日、年末年始など
　電話番号　045－201－2150
　�電話受付時間（開室日のみ）　10：00～

12：00、13：00～16：00
▼twitter

　展示や所蔵資料のほか、開港資料館の
「今」の情報をお届けします。
twitter ＠yoko_archives

＊�今後の状況により、開館日や開催内容等
を変更する場合がございます。最新情報
は、当館ホームページでご確認ください。

座学を中心としながら、８名の実習生が、
当館の根幹業務である資料の調査・収集・
整理・保存・公開のプロセスについて学
びました。最終日には、実習内容をふまえ
て、これからのウィズコロナ時代の施設の
あり方等について、全員で討論をおこない
ました。
▼濱ともデーについて

　2022年３月までの毎月第２水曜日に濱
ともデーを開催します。
　この日は、横浜市内在住65歳以上の方
限定で入館料が無料となります。
＊�ご入館の際に「濱ともカード」をご提示

ください。
▼閲覧室での資料閲覧利用について

　閲覧室のご利用は、事前予約制（先着順）

YC＆ACフットボールチーム集合写真
明治39（1906）年　当館蔵

日本最古のスポーツクラブ
YC＆AC 会期：2021年12月3日㈮ 〜 2022年3月3日㈭

会場：新館 2 階ミニ展示コーナー


